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令和７年度事業系一般廃棄物減量化等計画書兼実績書の集計について 

 
「廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例」第 16条第１項、同条例施行規

則第 21 条第１項に基づいて、提出された事業系一般廃棄物減量化等計画書兼実績書の集計

結果は以下のとおりです。 

（単位：トン） 

 
排出量合計 

処理の内訳 注 1） 

資源化 自己処理 その他 

令和６年度 
実績 

（227 事業者） 

排出量 
19,740.14 

(100%) 

11,246.71 

  (56.97%) 

166.44 

(0.84%) 

8,326.99 

  (42.18%) 

平 均 86.96 49.54 0.73 36.68 

令和７年度 
計画 

（226 事業者） 

排出量 
19,617.99 

(100%)  

11,437.77 

  (58.17%) 

215.57 

 (1.10%) 

7,964.65 

  (40.60%) 

平 均 86.81 50.61 0.95 35.24 

注 1）処理の内訳（資源化：資源化処理業者への処理委託 自己処理：生ごみ処理機等での自社処理 その他：焼却等の資源化をしない処理） 

※255 事業者に調査票を送付し 227 事業者から回答を得た(回収率 89.02%)。 

※数値は端数処理をしているため合計と合わない場合がある。 

 
 
 令和６年度実績と令和７年度計画について、処理の内訳は、事業系一般廃棄物は約６割

が資源化、約４割はその他の方法（焼却など）で処理されています（以下グラフ参照）。 

 

 
 令和７年度計画は、令和６年度実績と比較して、排出量合計について 122.15 トン減少

させるとともに、処理方法について資源化、自己処理を推進することにより焼却等の資源

化をしない処理量を 362.34 トン減少させる目標となりました。 
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 令和６年度実績は、合計で約 20,000 トンの

事業系一般廃棄物が排出されました。廃棄物

の種類ごとの割合は右図のとおりです。 

全量のうち最も多い割合を占めたのは段ボ

ールで 46.40％、次いで厨芥類が 25.01％、その

他の紙類、ＯＡ紙、新聞・雑誌の順になりまし

た。 

 
 
 
 
 
廃棄物の種類ごとの処理方法の内訳は、右

図のとおりです。最も排出量の多い段ボール

と新聞・雑誌は、概ね 100％近くが資源化され

ました。ＯＡ紙、その他紙類及びその他紙類

については約 70％程度、厨芥類については約

80％以上がその他の処理（焼却処理など）で

処分されました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※数値は端数処理をしているため合計と合わない場合がある。 

（単位：トン）

資源化 自己処理 その他

469.32 462.01 0.00 7.31

100.0% 98.44% 0.00% 1.56%

9,158.61 9,138.76 0.00 19.85

100.0% 99.78% 0.00% 0.22%

864.36 224.86 23.17 616.33

100.0% 26.01% 2.68% 71.30%

2,095.49 476.06 0.00 1,619.44

100.0% 22.72% 0.00% 77.28%

4,936.60 520.10 77.27 4,339.24

100.0% 10.54% 1.57% 87.90%

2,215.75 424.93 66.00 1,724.83

100.0% 19.18% 2.98% 77.84%

その他紙類

厨芥類

その他

新聞・雑誌

段ボール

ＯＡ紙

令和６年度事業系一般廃棄物排出量の内訳および処理方法の内訳

排出量合計
処理の内訳


